

リストの完了
こんにちは、リストを作成中は下書き状態になり、

このバナーが表示され、リストがまだ図書館に送信されておらず、

学生が閲覧できないことをお知らせします。

一部のアイテムには、下書き状態が関連付けられている場合があります。

このステータスは、アイテムが図書館からさらに処理を必要とすることを示します。

このセッションでは、リストを図書館に送信する方法、

学生に公開する方法、

および後で検索する方法について説明します。

アイテムのリストを作成したら、

学生にどのように見えるかを確認することができます。

リストメニューをクリックし、[学生としてリストを表示]を選択します。

完了したら、インストラクタービューに戻ることができます。

リストを学生に公開するか、

図書館に送信して処理する準備ができたら、

バナーの[マイリストの準備完了]ボタンをクリックします。

次の画面に表示される手順は、機関の設定によって異なります。

リストを図書館に送信するか、

リストを公開するか、

またはその両方を行うかのオプションが表示される場合があります。

この場合、リストを図書館に送信し、

学生にもリストを公開する場合はチェックボックスをオンにします。

コースの学生にリストを公開することができます。

つまり、コースに登録されている学生のみがリストを表示し、

資料にアクセスできます。

一般に、学生は学習管理システムから

リストにアクセスする必要があります。

教育機関のすべての学生、つまり、コースに登録されていない学生を含む教育機関内のすべての学生が

リストを表示できることを意味します。

図書館の構成によって、

すべての資料にアクセスできる場合とできない場合があります。

または、ログインを必要とせずにゲストがリストを表示できるように、

[誰にでも]公開することもできます。

彼らもまた、すべての資料にアクセスできる、またはできない可能性があります。

図書館ではデフォルトが選択されていますが、ここで変更するオプションが表示される場合があります。

準備ができたら、[送信]をクリックします。

リストのステータスが示すように、リストが公開されました。

バナーが削除され、

アイテムのステータスが下書きから図書館処理に変更されました。

図書館がアイテムの処理を開始すると、ステータスが再度変更される場合があります。

各アイテムが完了すると、図書館によって[完了]に設定され、

学生がアイテムを受け取る準備ができたことが通知されます。

リストを公開したり、図書館に送信したりするために、リストを完成させる必要はありません。

リストに多くのアイテムがある場合は、

公開することで、学生と共有することができます。

公開後に新しいアイテムをリストに追加すると、

それらは自動的に図書館に送信され、

準備が完了すると学生に表示されます。

気が変わって学生にリストを見せたくない場合は、

いつでもリストメニューをクリックして、[リストを公開しない]を選択することができます。

バナーが表示され、[図書館がリストをレビュー中]というテキストが表示されると、

リストのステータスは下書きに戻ります。

再び公開する準備ができたら、[マイリストの準備完了]をクリックします。

リストが公開されると、学生はそれにアクセスできるようになります。

学習管理システムのコースにリストへのリンクが含まれている場合、

学生はそこからアクセスすることができます。

リストを学生と直接共有することもできます。

リストの上部から[共有]アイコンをクリックして、学生に送信できるリンクを生成します。

同じコースにリンクされている複数のリストがある場合は、

共有可能なリンクをコースにコピーすることができます。

機関のすべての学生またはゲストにリストを公開している場合は、

ページを使用して検索することもできます。

これは自分のリストなので、既定の[マイリスト]ビューに表示されますが、

他のユーザーは[すべてのリスト]で検索します。

これが私たちのリストです！

これらは、リストを図書館に送信して

学生に公開するために必要な手順です。

ご参加ありがとうございました!

